







































































































































18 歳以上 16 歳以上




































































































































　また、図 2 は 2006 年度から 2010 年度の 5 年間
に開催された市民討議会の討議テーマの類型別実
施件数である。「まちづくり・地域の魅力」に関
するテーマが、最も多く 52 件と全体の 38.0％を
占める。次に「安心・安全」、「子育て・教育」が
共に 15 件と続いている。なお、「公共施設・イン





















































































































































































































　表 2 のとおり、実行委員会は 2013 年 6 月 21 日




















































に年齢欄を設け、10 代、20 代、30 代、40 代、50

























































10 月 7 日 第２回実行委員会 市民討議会実施案の決定
10 月 12 日
10 月 27 日
市民討議会の開催
（公共施設部会）
10 月 14 日
10 月 26 日
市民討議会の開催
（総合計画部会）





12 月 4 日 第３回実行委員会 報告書の決定
12 月 17 日 報告書の提出 市長への報告書の提出
12 月 27 日 報告書の送付
参加者、情報提供者への報
告書の送付

















ず、募集人数 40 人のところに、134 名の参加申
込みがなされている。参加者の世代バランスを考
え、参加の意向を示した方の中から 10 歳代から
80 歳代までを 10 歳刻みの年代に分類した上で、
各年代から 7 名を抽選により選出している（参加
申込の少ない 10 歳代及び 80 歳代以上からは各 1
名）。結果、抽選により 44 名（当日までのキャン
セルも勘案し定員の 1 割増）の方が選出され、男
性 23 名、女性 21 名に選出された旨の結果が通知
されている。
　なお、参加意向のあった 134 名の年代内訳は、
10 歳代が 1 名、20 歳代が 10 名、30 歳代が 14 名、
40 歳代が 20 名、50 歳代が 17 名、60 歳代が 39

























目は 36 名、2 日目は 32 名の参加となっている。
（3）当日の模様
①　開催テーマ及び当日の流れ

















　グループ討議は、1 グループが概ね 5 人となる
ように、7 つのグループに分かれて討議を行うこ
年代 1 日目 2 日目
10 歳代 1 名 0 名
20 歳代 6 名 5 名
30 歳代 5 名 5 名
40 歳代 5 名 5 名
50 歳代 4 名 3 名
60 歳代 7 名 7 名
70 歳代 7 名 6 名
80 歳代 1 名 1 名






























































































ついて テーマ 3 と同者






表 4　 1 日目のタイムスケジュール
表 5 　2 日目のタイムスケジュール
－ 200 －







































































　1 コマは基本的に 120 分で設計されており、自
己紹介 6 分、進行役・発表役の選定 2 分、テーマ
の説明 2 分、情報提供① 10 分、情報提供①に関
する質疑応答 5 分、情報提供② 15 分、情報提供
②に関する質疑応答 5 分、課題解決アイディアの
記入 10 分、意見交換 20 分、出されたアイディア





－ 200 － － 201 －
論文　公共施設マネジメントにおける市民討議会の活用
　具体的な手順としては、はじめに、グループに
















































1 人 5 票とし、テーマ毎に 1 人 5 枚のシールが渡
され、模造紙に記載されている各グループの意見
の隣にある投票欄にシールを貼るようになってい
る。なお、配布となった 5 枚のシールは、1 つの
意見に 5 枚貼っても、5 つの意見に 1 枚ずつ貼っ




































































































































































































主旨の記載が 9 人（29.0％）ある。2 日間とも 9
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 総合政策　第 16 巻第２号（2015）
Drawing on Public Discussions for Public Facilities Management:
 Eﬀorts for a Highly Unbiased Survey of Citizen Opinions by 
Random Sampling in Morioka City
Sadayuki Uwamori
Abstract 　　 　The population decline and fiscal exigency of our day make it difficult to 
qualitatively expand public services, which now require systematic reduction. 
However, transitioning from service expansion to reduction is not simple. While the 
need for systematic reduction is widely recognized, systems for evaluating opposing 
ideas and meeting challenges are not functioning well. Unlike the conventional 
practice of profit distribution, the coordination of interests over the distribution of 
burdens now faces serious challenges. On the other hand, it is necessary to establish 
a process for ascertaining feasibility, coordinating different interests, and trying to 
reach arrangements in cooperation with residents through discussion and deliberation 
among citizens. However, current public debates hardly deal with issues that really 
require solutions. The City of Morioka held a public debate under the theme of aging 
public facilities, which was previously unheard of as a topic of such debates, in an 
attempt to coordinate the diﬀerent interests of the public. This paper discusses the 
eﬀectiveness of such debates by citizens, and points out challenges that must be faced 
in order to better coordinate diﬀerent interests.
Key words 　 　Citizen discussions, public facilities management, random sampling, consensus building, 
Morioka City
